
























































































































選別年度 30年 10年 5年 3年 冊数
1992 43 47 13 103(969）
1993 2 36 38(706）
1994 3 22 25(624）
1995 34 9 0 43(492）
1996 20(275） 1(401) 0(25） 21(701）
1997 38(245） 3(299） O(21) 41(565）
1998 24(214) 0(280） O(12) 24(506)
1999 18(174） O(235) 0(11) 18(420）












































年度 延長 30年 10年 5年 3年
2001 0 10 22 31
2002 2 6 4 17
2003 2 7 5 4
2004 2 9 2 1
2005 1 7 2 0




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 月 日 内容 出典









1976 3 梅津保一論文「山形県史編さんと地域史研究」 国立史料館編『史料館報」第
24号
1977 12 25 横山昭男論文「史料の保存運動について」 ｢山形県地域史研究協議会会
報」第1号
1979 6 30 山形新聞記事「旧県庁利用の歴史資料館肩こらぬ展示館
に」
｢山形新聞」第33867号
1980 12 20 山形新聞記事「古文書“歴史保存”へ本腰収集調査員を
委 嘱」，
｢山形新聞」第34393号
1981 2 28 山形史学研究会が要望書「新県立図書館に古文書館（仮称）
の併置について」を県知事に提出
1983 8 23 文書学事課、「公文書館（仮称）設置の検討について」を
作成
1984 2 24 山形新聞記事「公文書館の建設へ県」 ｢山形新聞」第35528号
1985 12 20 長岡博之論文「山形県史と史資料の保存」 『山形県地域史研究協議会会
報」第11号
1986 3 ｢公文書管理研究会報告書」完成










1992 5 22 山形新聞記事「公文書館の調査、研究県保存の基準作り」 ｢山形新聞」第38471号
1992 6 26 公文書館基本問題研究会が設置される





1995 8 29 副知事が「郷土館への2，3年先の併設」という意向を示す




1996 3 27 文翔館案、分庁舎案共に立ち消えとなる
2000 1 出先機関に対して歴史的文書の所在調査を実施 『歴史的文書の所在調査綴」
2004 11 30 歴史的文書の選別基準の見直しに伴う歴史的文書の再選定
作業が行われる
